
昨
年
秋
に
出
張
で
オ
ラ

ン
ダ
へ
行
っ
た
。
数
年
前

に
日
蘭
通
商
４
０
０
周
年

を
祝
い
、
鎖
国
の
世
で
も

日
本
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

の
中
で
唯
一
外
交
と
貿
易

を
し
た
国
で
あ
る
。
日
本

の
皇
室
と
の
関
係
も
親
密

と
聞
く
。

訪
れ
た
街
は
ラ
イ
デ
ン
。

首
都
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
か

ら
電
車
で
30
分
ほ
ど
の
大

学
都
市
だ
。
実
は
ラ
イ
デ

ン
と
日
本
の
関
わ
り
は
意

外
に
深
い
。
日
本
を
国
外

追
放
処
分
と
な
っ
た
い
わ

ゆ
る
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
の

の
ち
シ
ー
ボ
ル
ト
は
ラ
イ

デ
ン
に
住
み
、
日
本
か
ら

持
ち
帰
っ
た
標
本
な
ど
の

膨
大
な
資
料
を
基
に
住
居

に
日
本
博
物
館
を
開
い
た
。

そ
の
博
物
館
は
「
シ
ー

ボ
ル
ト
ハ
ウ
ス
」
と
し
て

現
存
で
、
彼
が
日
本
で
飼
っ

て
い
た
愛
犬
の
剥
製
や
様
々

な
資
料
が
展
示
、
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
街
に
あ

る
ラ
イ
デ
ン
大
学
ロ
ー
レ

ン
ツ
セ
ン
タ
ー
が
今
回
の

動
植
物
免
疫
に
関
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
会
場
だ
っ

た
。
こ
の
大
学
は
オ
ラ
ン

ダ
最
古
で
世
界
で
初
め
て

日
本
学
科
が
作
ら
れ
た
そ

う
だ
。

と
こ
ろ
で
我
々
が
考
え

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
講

演
会
か
せ
い
ぜ
い
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ

る
が
、
セ
ン
タ
ー
が
求
め

る
そ
れ
は
想
像
を
超
え
る

ハ
ー
ド
な
も
の
で
あ
っ
た
。

日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
双
方
の

参
加
者
30
名
限
定
の
５
日

間
缶
詰
方
式
、
朝
か
ら
夕

方
ま
で
生
討
論
！
で
あ
る
。

遠
く
オ
ラ
ン
ダ
ま
で
来
て

観
光
的
要
素
ゼ
ロ
で
帰
国

し
た
参
加
者
も
多
か
っ

た
。

今
回
は
農
学

研
究
科
に
設
置
さ
れ

た
「
食
と
農
免
疫
国

際
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」

が
中
心
と
な
り
研
究

科
を
代
表
し
十
数
名

が
派
遣
さ
れ
た
が
、
そ
の

メ
ン
バ
ー
に
は
私
以
外
に

白
川
さ
ん
、
高
橋
さ
ん
、

原
田
さ
ん
と
組
合
員
が
多

か
っ
た
こ
と
は
特
筆
さ
れ

よ
う
。

最
終
日
に
ラ
イ
デ
ン
駅

前
に
あ
る
屋
台
で
名
物
の

「
丸
ご
と
ニ
シ
ン
の
塩
漬

け
」
を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
生
っ
ぽ
い
味

を
思
い
出
す
た
び
、
英
語

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め

て
痛
感
す
る
筆
者
な
の
で

あ
る
。
な
お
、
興
味
の
あ

る
方
は
ロ
ー
レ
ン
ツ
セ
ン

タ
ー
のH

P

を
覗
い
て
欲
し

い
（h

t
t
p
s

://w
w
w

.l
o
r
e
n

tzcenter

.nl

/
）
。

今
年
も
新
年
号
発
行
ま

で
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
が
コ

ア
メ
ン
バ
ー
は
今
ギ
リ
ギ

リ
四
人
体
制
で
す
。
一
人

も
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
新

メ
ン
バ
ー
が
ほ
し
い
で
す
。

去
年
は
、
熊
本
の
大
地

震
、
糸
魚
川
の
大
火
事
や

博
多
の
大
陥
没
と
思
わ
ぬ

災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
正
月
の
天
気

の
よ
う
に
穏
や
か
な
一
年

と
な
る
事
を
祈
り
ま
す
。

（

Ｋ
・
Ｓ
）
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ア
ン
テ
ナ

「
シ
ー
ボ
ル
ト
が
愛
し
た
街
」

中
野
俊
樹
さ
ん
（
農
学
部
支
部
）

こ
れ
か
ら
の
日
程

編
集
後
記

ひき

だし

理
学
部
ビ
ー
ル
祭
り

に

参
加
し
て

（
多
元
研
）

後
藤
洋
子
さ
ん

前
回
は
遥
か
昔
、

元
ボ
ス
の
山
下
正
廣
先
生
の
お
誘
い
で
一
家
全
員
で

お
邪
魔
し
た
ビ
ー
ル
祭
り
、
今
回
は
キ
チ
ン
と
組
合

委
員
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
ナ
ゼ

か
女
性
は
私
1
人
だ
っ
た
・
・
）
。

飛
田
博
実
委
員
長
の
乾
杯
で
始
ま
り
、
一
斉
に
ビ
ー

ル
と
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
と
格
闘
、
と
て
も
お
腹
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
重
た
い
お
腹
を
か
か

え
な
が
ら
電
車
に
乗
り
込
み
ま
し
た
が
、
仙
台
駅
で

降
り
て
か
ら
二
次
会
と
称
し
て
山
下
先
生
と
「
愛
ち
ゃ

ん
の
お
店
」
に
行
っ
た
こ
と
は
内
緒
で
す
。

工
学
研
究
科
支
部

芋
煮
会
と
は
ら
こ
飯
会
で
交
流

11
月
９
日
（
水
）
お
昼
休
み
時
間
、
未
組
合
員
７

名
を
含
む
15
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
話
題
は
無
期
転

換
の
話
で
当
事
者
の
時
間
雇
用
職
員
や
教
員
に
情
報

が
ほ
と
ん
ど
入
っ
て
い
な
い
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

当
事
者
の
組
合
員
が
少
な
い
の
で
組
合
に
は
い
り

一
緒
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
と
い
う
意
見
も
出
ま
し

た
。

1/13（金） 東北大学職員組合新春交流会

1/18（水） 東北大学職員組合第11回憲法カフェ

2/11（土） 信教・思想・報道の自由を守る

宮城県民集会

2/18-19(日)全大教合同地区別単代（札幌）

2/26（日） 宮城はたらく女性のつどい

3/8（火） 2017国際女性デー宮城県集会

シーボルト像と共に

お腹いっぱい 満足


